
６）文献欄記載の様式
ａ．文献欄は筆頭著者の姓（family	name）のアルファベット順に（同一著者の場合は発表順）に並べる。引用番号は用い
ない。

ｂ．著者名は，３名以内の場合は全員を，４名以上の場合には３名まで書き，あとは他（et	al）と省略する。
ｃ．雑誌名は原則として正式名称を用いる。略名を用いるときは，邦文誌は日本医学雑誌略名表（日本医学図書協会編），
欧文誌はIndex	medicusにしたがって記載する（雑誌指定のものがあればこれを用いる）。

ｄ．文献の記載は以下の通りとする。
・雑誌については，著者名（西暦年号）．論文題名．雑誌名　巻：最初の頁－最後の頁．
・単行本全体は，著者名（西暦年号）．書名．発行所，発行地．
・単行本の中の論文【和文】は，著者名（西暦年号）．論文題名．書名（編者各編）所収．発行所，発行地，pp最初の頁－
最後の頁．

・単行本の中の論文【欧文】は，著者名（西暦年号）．論文題名．In書名（編者名ed／eds）．発行所，発行地，pp最初の頁
－最後の頁．

として下さい。
・訳本は原書を上記にしたがって記載し，続けて（　）内に訳本を，上記に準じて記載して下さい。

【記載例】
猪俣好正，稲地聖一，樋田精一，他（1984）．行政機関による精神障害者に対する「集団的働きかけ」の現状．精神神経学雑誌86：204-224.
Mann	SA,	Crcc	W(1976).'New'Long-stay	Psychiatric	Patients.	Pschological	Medicine	6:603-615.
岡上和雄，大島巌，荒井元傳（1988）．日本の精神障害者．ミネルヴァ書房，京都．
樋田精一（1990）．分裂病のデイケア．今日の分裂病治療（島園安雄，藤縄昭編）所収．金剛出版．東京．pp125-144.
International	Commision	of	Jurists(1985).	Human	Right	and	Mental	Patients	in	Japan.	Report	of	a	Mission	on	bchalf	of	ICJ	and	ICHP.
（国際法律家委員会（「精神医療人権基金」運営委員会訳）（1986）．日本における人権と精神病疾患，悠久書房，東京．）

８．原稿の投稿には，必ずコピーを２部添えること。ただし，写真およびコピーでは不鮮明になる図表は，原図を２枚提出の
こと。また，筆者の手元にもコピーを１部保管されたい。ワードプロセッサー使用時には，電子媒体を同封することが望ま
しい（機種名を記入のこと）。なお，印刷済みの原稿および電子媒体は原則として返却しない。

９．原稿の採否と掲載順は，編集委員会で決定する。投稿規定から著しく逸脱したり，判読の困難な原稿は，査読せず筆者に
返却する。

10．編集委員会は投稿原稿について訂正を求めることがある。訂正を求められた原稿はできるだけ速やかに再提出すること。
返送の日より６カ月以上経過して再投稿されたものは，新原稿として取り扱うことがある。

11．原稿の送り先は，
〒113-0033　東京都文京区本郷２－１７－１３　㈲エム・シー・ミューズ内
日本病院・地域精神医学会「病院・地域精神医学」編集委員会宛とする。
12．その他
（１）受付順位にかかわらず至急に掲載されることを希望する場合には，そのために要する印刷，その他の諸経費は全額著者
負担とする。

（２）本規定に関する疑義は編集委員会にお問い合わせ願いたい。

編集委員会内規

１．編集委員会は，担当理事を含め10名程度を会員の中から理事会が決定し委嘱する。
２．論文および原稿の採否の検討は受付順に従い，掲載は受理順によることを原則とするが，編集上の都合などにより，前後
させる場合がある。ただし原稿の到着日を受付日とし，採用決定の日を受理日とする。

３．論文の採否は，論文ごとに編集委員会で選出した２名以上の査読者があらかじめ検討を行い，その意見を参考にして編集
委員会で決定する。委員会は，必要に応じ，編集委員以外の外部査読者を指名して意見を聞くことができる。

４．制限枚数の超過は，編集委員会が適当と判断した場合に規定枚数の３割を越えない範囲で認められる。制限枚数を越える
原稿の掲載経費は原則として自己負担とする。

５．編集委員会の中に査読委員を置く。定員は特に設けない。査読委員は，各専門分野の投稿論文を査読するとともに雑誌の
編集全般について編集委員会に助言することができる。

６．編集委員会は，必要に応じ，編集事務局をおくことができる。その機構は委員会で決定する。
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